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定例会・臨時会の主な内容

平成27年度の決算を   認定しました
　
平
成
28
年
第
４
回
三
芳
町
臨
時
会
が
８
月
10
日
に
開
か
れ
町
長
提

出
の
議
案
１
件
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
８
月
26
日
か
ら
は
、
第
５
回
定
例
会
が
21
日
間
の
会
期
に
渡
り
開

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
議
会
運
営
委
員
会
提
出
の
発
議
を
原
案
通
り

「
可
決
」。
町
長
提
出
の
４
件
の
報
告
が
あ
り
、
議
案
９
件
、
認
定
６

件
を
原
案
通
り
「
可
決
」・「
認
定
」
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
審
議
の
結
果
、
議
員
提
出
の
意
見
書
５
件
の
う
ち
、３
件
を

「
可
決
」、
２
件
を
「
否
決
」
と
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
13
名
の
議
員
が
3
日
間
の
日
程
で
行
い
、

う
ち
１
日
は
「
夜
間
議
会
」
も
開
催
さ
れ
、
思
い
思
い
の
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

平成28年
第4回 臨時会

（8月10日）
第5回 定例会

（８月26日～９月15日）

公明党

　財政状況の厳しい中、小学校の
空調設備工事、保育所改築工事、
デマンド交通の本格導入、三芳
スマート IC 関連の測量や設計
等の施策が展開され住民のニー
ズに応えたことは評価する。更
に行財政改革に努め危機管理体
制と防災対策の強化等を要望し
賛成とする。

賛
成

日本共産党

　要（準要）保護児童・生徒就
学援助費など評価できるが、反
面、生活を支える扶助費の削減
（高齢者の地域福祉バス利用券
の縮小など）が問題。
　安全対策が整わず、税金投入
の大きい三芳スマート ICへの大
型車導入はやめること。学校給
食費補助や保育料軽減などの社
会保障の充実を求める。

発議第２号　認定第１号平成２７年度三芳町一般会計歳入歳出
決算認定に対する附帯決議

　平成２７年度三芳町一般会計歳入歳出決算認定の審
査において、指摘された問題点について改善を求める
ため提案したもの。

　１．決算書及び事項別明細書に関しては、上程前に各課において内
容を精査し、数字及び内容に誤りがないようにすること。

提案理由

一般会計歳入総額

151 億 1262 万 3114 円
前年度に比べ 2億 7607 万 9707円減

一般会計歳入歳出の差引残額

8 億 1026 万 7600 円

一般会計歳出総額

143 億 235 万 5514 円
前年度に比べ 4億 7755 万 7743円減
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平成27年度の決算を   認定しました
平成28年 第 5 回三芳町議会定例会

一 般 会 計 決 算 　 歳 出 の 主 な 事 業

①ふるさと納税推進事業

平成 27 年 10 月から「ふるさと納税」を開始、
寄付者に対し、寄付額に応じた謝礼を贈呈した。
謝礼品を通じて当町の PR をするとともに、町内
で生産・製造されたもの等を謝礼として使用し、
経済活性化にもつなげている。

ふるさと納税寄付謝礼
330 人 173 万円

②行政改革推進事業
脱財政硬直化宣言の効果額を検証し「第 5次
行政改革大綱」のアクションプランの策定を
行い、行政改革の推進を図った。

 59 万円

③駅前放置自転車対策事業 富士見市との協定に基づき、鶴瀬駅・みずほ
台駅各西口の放置自転車の対策を実施。

自転車整理業務 735 万円
撤去処分業務 47 万円

④地域交通改善対策事業

交通空白地域の解消と交通手段の確保により住民
の利便性を向上させるとともに、町内外の人の移
動を活性化させるため、民間バス事業者に対し補
助金を交付し、公共交通網の整備を図った。デマ
ンド交通試行運転の結果を踏まえ、改善を加えた
うえ、再度デマンド交通の試行運転を行った。

デマンド交通運行業務委託料
 927 万円

⑤防犯灯設置管理事業
住民の設置要望箇所、防犯上危険とみられる
箇所に防犯灯を設置。蛍光灯から LED灯に移
行を行った。

防犯灯新設工事費 99 万円
防犯灯修繕料 330 万円

⑥地域福祉バス利用助成事業 在宅の高齢者に対し、地域福祉バス利用料金を
助成することにより、日常の利便性を図った。

地域福祉バス利用助成金
34740 枚× 230 円 799 万円

⑦老人福祉センター運営事業
高齢者を対象にレクリエーションや各教室を
設けて、健康増進や教養の向上、仲間づくり
の場の提供を行った。

ふれあいセンター管理運営委託料
 3090 万円

⑧こども医療費支給事業
0 歳から中学校修了までを対象に入院通院の
保険診療分に係る医療費を助成し、経済的支
援により子育ての負担軽減を図った。

こども医療費
小中学生医療費 7537 万円
就学前医療費 5889 万円

⑨公立保育所改築事業 待機児童解消並びに経年劣化する施設の改善
を図るため改築工事を実施。

第三保育所改築工事
 4 億 9554 万円

⑩妊婦健康診断事業 少子化対策及び母体や胎児の健康確保を目的
として妊婦一般健康診査の公費負担の実施。

妊婦一般健康診査委託料
 1969 万円

⑪広域ごみ処理施設等建設事業
ふじみ野市・三芳町ごみ処理広域化基本計画
の趣旨に基づき、広域でのごみ処理実現のた
め、平成 28 年度の稼働を目標にごみ処理施
設の整備を実施。

広域ごみ処理施設等建設事業（三芳町負担分）
 15 億 2849 万円

⑫再生可能エネルギー等導入事業
補助金を活用し、三芳中学校に太陽光パネル
（10kW）蓄電池（15kWh）の発電設備を設
置し、災害時における最低限度の電力供給を
確保。

三芳中学校再生可能エネルギー等設置工事
 2104 万円
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定例会・臨時会の主な内容

多
く
２
３
５
万
円
。

◆ 

歳　
出 

◆

総
務
費

問

広
報
配
布
委
託
料
の
増

額
要
因
は
。

答

単
価
の
増
に
よ
る
。

問

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
謝

礼
品
の
内
訳
は
。

答

平
成
27
年
度
は
15
品

目
。

問

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整

備
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
業
務
委
託

の
内
容
は
。

答

高
速
道
路
と
の
接
続
部

分
や
本
線
に
関
わ
る
付
け

替
え
道
路
等
の
測
量
調
査
、

詳
細
設
計
、
工
事
を
委
託

し
業
務
を
行
う
。

◆ 

歳　
入 

◆

問

法
人
町
民
税
の
減
額
に

つ
い
て
、
税
率
が
下
が
っ

た
事
が
要
因
か
。

答

年
度
途
中
か
ら
変
更
に

な
っ
た
が
、
税
率
の
影
響

よ
り
も
事
業
者
の
経
営
状

況
に
よ
る
影
響
が
大
き
い

と
捉
え
て
い
る
。

問

多
子
世
帯
保
育
料
軽
減

事
業
の
対
象
数
は
。

答

３
人
目
以
降
の
２
歳
ま

で
の
子
供
が
保
育
所
を
利

用
し
て
い
る
場
合
に
対
象

と
な
る
。
対
象
数
は
42
人
。

問

ふ
る
さ
と
納
税
者
の
内

訳
及
び
希
望
使
途
で
一
番

多
い
も
の
は
。

答

町
内
が
３
人
、
町
外
が

２
９
４
人
。
使
途
は
子
育

て
に
関
す
る
事
業
が
一
番

対
策
や
地
球
温
暖
化
防

止
、
電
気
使
用
料
の
削

減
に
効
果
が
あ
る
た
め

今
後
も
事
業
を
継
続
す

る
こ
と
。

・

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
庁
舎
の
賃
借
料
が
不

明
確
で
あ
る
。

・

一
般
会
計
で
予
備
費
充

用
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

不
用
額
が
充
用
額
を
超

え
る
項
目
が
見
受
け
ら

れ
る
。
不
用
額
が
悪
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
充

分
注
意
し
予
算
を
執
行

す
る
こ
と
。

・

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
は
減
ら

さ
な
い
こ
と
。

・

財
政
投
入
が
大
き
く
、

交
通
安
全
対
策
が
不
十

分
な
状
況
で
の
三
芳
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
車
種
拡

大
は
見
直
す
べ
き
。

・

職
員
削
減
あ
り
き
で
な

い
適
正
な
人
員
配
置
を

行
う
べ
き
。

※

意
見
は
決
算
特
別
委
員

会
の
決
定
事
項
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

平
成
27
年
度
決
算
を
決

算
特
別
委
員
会
で
３
日
間

に
わ
た
り
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
経
過
を
踏
ま
え
、

次
の
よ
う
な
意
見
と
質
疑
が

各
委
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

・

デ
マ
ン
ド
交
通
事
業
に

つ
い
て
、
利
用
料
収
入

が
委
託
料
と
相
殺
さ
れ

て
い
る
が
、
利
用
料
総

額
と
委
託
料
総
額
を
明

確
に
す
る
こ
と
。

・

複
合
施
設
で
あ
る
中
央

公
民
館
と
給
食
セ
ン

タ
ー
の
歳
出
に
つ
い
て
、

光
熱
水
費
と
委
託
料
の

一
部
が
合
算
し
て
計
上

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
で
計
上
す
べ

き
。

・

さ
ら
な
る
電
気
料
金
の

削
減
努
力
と
し
て
、
複

合
施
設
等
へ
の
Ｐ
Ｐ
Ｓ

導
入
な
ど
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
公
共
施
設

へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設

置
に
つ
い
て
は
、
災
害

主
な
意
見

主
な
質
疑

決 算 特 別 委 員 会 審 査 の
主 な 意 見 ・ 質 疑
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教
育
費

問

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
へ

１
０
０
万
円
の
寄
付
の
用

途
は
。

答

各
３
校
へ
楽
器
備
品
と

し
て
購
入
し
た
。

問

中
央
公
民
館
の
機
械
警

備
委
託
料
に
給
食
セ
ン

タ
ー
も
入
っ
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

答

併
設
の
会
館
の
た
め
。

問

給
食
セ
ン
タ
ー
の
電
気

料
が
約
４
倍
の
増
額
の
要

因
は
。

答

旧
セ
ン
タ
ー
よ
り
面
積

増
で
中
央
公
民
館
の
電
気

料
と
一
緒
の
メ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
い
る
。

問

落
ち
葉
掃
き
の
記
念
品

は
。

答

１
０
９
名
が
参
加
し
、

み
ら
い
く
ん
と
の
ぞ
み

ち
ゃ
ん
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
を

配
布
し
た
。

商
工
費

問

消
費
生
活
啓
発
品
は
ど

の
よ
う
に
配
布
さ
れ
て
い

る
か
。

答

暮
ら
し
の
豆
知
識
や
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
等
を
消
費

生
活
の
イ
ベ
ン
ト
や
各
学

校
の
児
童
生
徒
に
配
布
し

て
い
る
。

土
木
費

問

都
市
公
園
の
清
掃
等
業

務
委
託
料
増
加
の
要
因
と

内
容
は
。

答

藤
久
保
地
域
に
３
公
園

が
設
置
さ
れ
、
除
草
や
ト

イ
レ
の
清
掃
等
週
５
日
間

の
清
掃
業
務
。

問

賠
償
保
険
料
の
減
額

は
。

答

内
容
は
変
わ
ら
ず
契
約

会
社
の
変
更
で
減
額
と
な

る
。

答

一
般
家
庭
の
３
軒
分
の

発
電
量
で
職
員
室
と
体
育

館
の
照
明
に
送
電
し
て
い

る
。

問

不
法
投
棄
処
分
委
託
の

減
額
は
。

答

粗
大
ゴ
ミ
が
減
少
し
て

い
る
。
職
員
が
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
住
民
か
ら
情
報

を
得
て
い
る
。

農
林
水
産
業
費

問

み
よ
し
野
菜
６
次
産
業

創
業
塾
の
効
果
は
。

答

延
べ
63
人
が
参
加
し
、

生
産
者
が
販
売
戦
略
を
考

え
ら
れ
た
。

問

み
よ
し
野
菜
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
支
援
事
業
の
内
容

は
。

答

都
市
農
園
の
研
究
、

マ
ッ
プ
作
り
や
レ
シ
ピ
の

配
布
。

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

か
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

問

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
方

の
就
職
状
況
は
。

答

登
録
者
の
８
割
程
が
仕

事
を
得
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

問

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
指

定
管
理
委
託
料
の
増
額
要

因
は
。

答

バ
ス
の
委
託
料
の
増
加

と
耐
震
診
断
の
費
用
も
含

ま
れ
て
い
る
た
め
。

問

緊
急
時
保
護
委
託
料
に

つ
い
て
委
託
先
と
状
況
は
。

答

町
内
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
へ
委
託
し
、
平
成

27
年
度
は
５
人
を
緊
急
保

護
し
て
い
る
。

問

メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
シ

ス
テ
ム
の
周
知
及
び
利
用

状
況
は
。

答

卒
業
す
る
中
学
生
に
周

知
を
行
い
、
ア
ク
セ
ス
数

が
増
加
し
た
。

衛
生
費

問

三
芳
中
学
校
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
置
工
事
の

効
果
は
。

問

藤
久
保
拠
点
施
設
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
運
営
業
務
委

託
の
内
容
は
。

答

全
２
回
実
施
。
老
朽
化

す
る
藤
久
保
拠
点
施
設
に

つ
い
て
、
今
後
ど
う
い
う

施
設
が
必
要
な
の
か
協
議

を
行
っ
た
。

問

行
政
評
価
外
部
評
価
委

員
会
の
内
容
は
。

答

42
事
業
の
外
部
評
価
を

実
施
し
、
事
業
の
妥
当
性

の
評
価
を
行
っ
た
。

問

駅
前
放
置
自
転
車
対
策

負
担
金
の
減
額
要
因
は
。

答

富
士
見
市
と
の
協
定
内

容
の
見
直
し
を
行
っ
た
た

め
。

問

災
害
用
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
台
数

は
。

答

35
台
。

民
生
費

問

高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
の
内
容

は
。

答

高
齢
者
の
安
心
安
全
・

活
動
・
活
躍
に
つ
い
て
現

状
と
課
題
を
整
理
し
、
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
事
業
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臨時会・定例会の主な内容

歳
入
総
額

51
億
２
６
５
７
万
９
４
７
６
円

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

４
億
３
５
０
０
万
円

　
　
昨
年
度
か
ら
の
繰
越
金

７
９
７
３
万
２
８
３
０
円

歳
出
総
額

51
億
１
８
８
９
万
４
８
４
円

保
険
給
付
費

30
億
４
４
８
８
万
４
４
７
２
円

次
年
度
へ
の
繰
越
金

７
６
８
万
８
９
９
２
円

歳
入
総
額

19
億
７
９
５
１
万
９
５
９
円

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

２
億
５
９
４
９
万
１
１
０
０
円

　
　
昨
年
度
か
ら
の
繰
越
金

２
２
２
６
万
８
４
７
３
円

歳
出
総
額

18
億
９
１
３
６
万
１
８
１
３
円

保
険
給
付
費

18
億
５
３
万
７
７
１
５
円

次
年
度
へ
の
繰
越
金

８
８
１
４
万
９
１
４
６
円

歳
入
総
額

３
億
７
３
６
３
万
７
２
４
１
円

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

５
８
９
５
万
５
９
５
０
円

　
　
昨
年
度
か
ら
の
繰
越
金

４
１
５
万
６
４
５
１
円

歳
出
総
額

３
億
６
６
２
９
万
９
８
０
４
円

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

３
億
６
１
３
０
万
６
０
０
０
円

次
年
度
へ
の
繰
越
金

７
３
３
万
７
４
３
７
円

歳
入
総
額

８
億
８
９
３
３
万
２
９
１
２
円

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

２
億
２
５
０
０
万
円

　
　
昨
年
度
か
ら
の
繰
越
金

４
６
６
４
万
８
７
４
６
円

歳
出
総
額８

億
４
７
万
７
８
円

次
年
度
へ
の
繰
越
金

８
８
８
６
万
２
８
３
４
円

収
益
的
収
支

収
　
入

８
億
８
８
７
７
万
２
９
１
５
円

支
　
出

８
億
１
０
９
４
万
３
６
１
４
円

資
本
的
収
支

収
　
入

４
億
３
２
５
８
万
１
９
０
５
円

支
　
出

５
億
８
４
０
７
万
３
８
９
５
円

平成 27 年度

特別会計
歳入歳出決算

日本共産党
　平成 27 年度の介護保険料の基準
額は、月額 3300 円から4000 円に
なり、65 歳以上の第 1 号被保険者

にとって大幅な負担増となった。消費税増税、所得の
減少、年金の削減で苦しむ町民に追い打ちをかけるも
の。よって現状のサービスを後退させないことや特養
ホームの増設を求め反対討論とする。

日本共産党

　10 月より下水道使用料が平均 7.7％値上
げとなり、平成 26 年度の水道料金に続く値

上げとなった。水道・下水道は人々が生活する上で必要不可
欠のものである。実質所得がマイナスの中での町民への負担
増は避けるべきであり、使用料を値上げすべきではなかったと
考え反対する。

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

下
水
道
事
業

後
期
高
齢
者
医
療

平成２７年度

水道事業会計
決　算
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議
案
第
38
号

三
芳
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
老
朽

化
に
伴
い
耐
震
診
断
を
し
た
結

果
、
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
不
可
能
な
状
況
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
。

議
案
第
39
号

町（
字
）の
区
域
の
変
更

　
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地

処
分
に
向
け
、
従
前
の
字
界
で

は
行
政
遂
行
上
及
び
維
持
管
理

上
支
障
が
生
じ
る
の
で
、
換
地

処
分
後
の
整
備
さ
れ
た
道
路
界

を
新
た
な
字
界
と
す
る
た
め
。

議
案
第
40
号

三
芳
町
道
路
線
の
認
定

　
私
道
が
町
に
寄
付
採
納
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
町
道
と
し
て

使
用
す
る
た
め
の
認
定
。

議
案
第
41
号

ふ
じ
み
野
市
の
三
芳
町
区
域

内
に
係
る
道
路
認
定
に
関
す

る
承
諾

　
ふ
じ
み
野
市
道
内
に
、
三
芳

町
分
が
一
部
あ
る
こ
と
に
よ

り
、
ふ
じ
み
野
市
の
道
路
管
理

上
不
都
合
が
あ
る
た
め
、
ふ
じ

み
野
市
に
お
い
て
三
芳
町
分
も

含
め
て
認
定
す
る
こ
と
の
同

意
。

議
案
第
42
号

平
成
27
年
度
三
芳
町
水
道
事

業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金

の
処
分

　
平
成
27
年
度
に
生
じ
た
剰
余

金（
平
成
27
年
度
の
純
利
益
等
）

の
使
い
道
等
に
つ
い
て
の
議
決

平
成
28
年
度

議
案
第
43
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
８
億
５
７
０
万

９
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
２
８
億

３
６
９
２
万
１
０
０
０
円
と
す

る
も
の
。

主
な
内
容

歳
入

①
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金



４
４
０
０
万
円

②
前
年
度
繰
越
金　
　



５
億
７
３
８
７
万
３
０
０
０
円

歳
出

①

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
管
理
運

営
委
託
料
（
10
月
～
３
月
）



１
７
５
０
万
円

②

広
域
ご
み
処
理
施
設
等
建
設

事
業
費
負
担
金



１
億
２
２
９
０
万
２
０
０
０
円

③
道
路
修
繕
工
事



５
０
０
０
万
円

議
案
第
44
号

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
８
８
７
０
万
１
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
22
億
４
４
３
７
万
６
０
０
０

円
と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①

介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金

積
立
金


６
４
１
２
万
７
０
０
０
円

②
国
庫
補
助
金
等
償
還
金



１
５
０
１
万
５
０
０
０
円

議
案
第
45
号

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

公
共
下
水
道
費
４
０
０
万

７
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
務

管
理
費
に
４
０
０
万
７
０
０
０

円
を
振
り
替
え
た
も
の
。

主
な
内
容

①

人
事
異
動
等
に
よ
る
減
額
分

を
下
水
道
整
備
基
金
に
積
立

て
る



１
０
６
８
万
６
０
０
０
円

議
案
第
46
号

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

収
益
的
支
出
の
予
定
額
に

１
０
５
５
万
円
を
追
加
し
、
８
億

４
６
８
７
万
円
と
す
る
も
の
。

　
資
本
的
支
出
の
予
定
額
５
億

２
５
９
７
万
１
０
０
０
円
か
ら

12
万
６
０
０
０
円
を
減
額
し
、

５
億
２
５
８
４
万
５
０
０
０
円

と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①
人
事
異
動
等
に
よ
る
増
減

完成した広域ごみ処理施設の
視察風景

厚生文教常任委員会で視察した
ふれあいセンター代替予定施設

補
正
予
算

条

例
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意見書

意
見
書
第
12
号

無
年
金
者
対
策
の
推
進
を
求
め
る

意
見
書

　
65
歳
以
上
の
無
年
金
者
は
最
大
42
万

人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
年
金
の
受
給

資
格
期
間
を
10
年
に
短
縮
す
れ
ば
、
無

年
金
者
の
約
4
割
に
あ
た
る
17
万
人
が

受
給
権
を
得
る
と
し
て
い
る
。
無
年
金

者
対
策
を
進
め
る
た
め
、
受
給
資
格
期

間
を
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
す
る
措
置

に
つ
い
て
、
２
０
１
７
年
度
中
に
実
施

で
き
る
よ
う
体
制
整
備
を
求
め
る
。

（
提
出
先
）　
　
　
　



内
閣
総
理
大
臣

財

務

大

臣

厚
生
労
働
大
臣

意
見
書
第
11
号

チ
ー
ム
学
校
推
進
法
の
早
期
制
定

を
求
め
る
意
見
書

　
学
校
が
直
面
す
る
諸
課
題
が
複
雑
化

し
て
い
る
中
、
学
校
に
求
め
ら
れ
る
役

割
は
増
大
し
、
そ
こ
に
か
か
わ
る
教
員

の
長
時
間
勤
務
等
も
問
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
学
校
の
教
職
員
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
的
な
知
識
又
は
技
能
を
活
用
し
つ

つ
、
チ
ー
ム
と
し
て
連
携
・
協
同
し
て

行
う
学
校
運
営
を
推
進
す
る
法
律
の
早

期
制
定
を
求
め
る
。

（
提
出
先
）　
　
　
　



内
閣
総
理
大
臣

文
部
科
学
大
臣

総

務

大

臣

意
見
書
第
13
号

返
済
不
要
の
「
給
付
型
奨
学
金
」
の

創
設
及
び
無
利
子
奨
学
金
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

　
奨
学
金
制
度
の
利
用
者
は
増
加
傾
向

に
あ
る
一
方
、
卒
業
後
の
収
入
が
安
定

せ
ず
、返
済
に
悩
む
人
が
少
な
く
な
い
。

学
生
が
安
心
し
て
勉
学
に
励
め
る
よ

う
、
授
業
料
減
免
な
ど
の
支
援
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
返
済
不
要
の
給
付
型

奨
学
金
の
創
設
や
無
利
子
奨
学
金
の
拡

充
な
ど
、
具
体
的
な
経
済
支
援
策
を
講

じ
る
こ
と
を
求
め
る
。

（
提
出
先
）　
　
　
　



内
閣
総
理
大
臣

文
部
科
学
大
臣

意

見

書

平成28年　第4回 臨時会（8月10日）
　平成 28年 8月 10日に第４回臨時会が開催されました。
　議題は議案第 37号一般会計補正予算（第 3号）で、歳入歳出に 7411 万 6000 円を追加する
ものです。
　内容は国の「地方創生加速化交付金」として「(仮称 )IMOトピア (拠点施設 )整備による地域
活性化事業」を申請し、一部を除いて 7411 万 6000 円が認められたため上富の農業センターを
地域拠点施設として整備します。
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審議結果と議員ごとの賛否内訳
■平成 28年第 4回臨時会　審議結果

議案等
番　号 議　案　等　名　称

　
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 新芳会

安
澤　
　
豊

井
田　
和
宏

菊
地　
浩
二

拔
井　
尚
男

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

吉
村
美
津
子

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

細
田　
三
恵

細
谷　
三
男

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

議 案
第３７号 平成 28 年度三芳町一般会計補正予算（第 3 号） 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

■平成 28年第 5回定例会　審議結果
報 　 告
第 ８ 号 平成27年度三芳町健全化判断比率の報告について 報告のみ

報 　 告
第 ９ 号

平成27年度三芳町下水道事業特別会計資金不足比率の報告
について 報告のみ

報 　 告
第１０号 平成２７年度三芳町水道事業会計資金不足比率の報告について 報告のみ

報 　 告
第１１号 平成27年度三芳町水道事業会計継続費精算報告書について 報告のみ

議 　 案
第３８号

三芳町老人福祉センターの設置及び管理に関する条例を廃
止する条例

原案
可決 ○○議

長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第３９号 町（字）の区域の変更について 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第４０号 三芳町道路線の認定について 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第４１号

ふじみ野市の三芳町区域内に係る道路認定に関する承諾に
ついて

原案
可決 ○○議

長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第４３号 平成28年度三芳町一般会計補正予算（第４号） 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第４４号 平成28年度三芳町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第４５号 平成28年度三芳町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第４６号 平成28年度三芳町水道事業会計補正予算（第２号） 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

認 　 定
第 １ 号 平成27年度三芳町一般会計歳入歳出決算認定について 原案

認定 ○○議
長○○×××○○○○○○○

発 　 議
第 2 号

認定第1号平成27年度三芳町一般会計歳入歳出決算認定に
対する附帯決議

原案
可決 ○○議

長○○×××○○○○○○○

認 　 定
第 ２ 号

平成27年度三芳町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について

原案
認定 ○○議

長○○○○○○○○○○○○

認 　 定
第 ３ 号

平成27年度三芳町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

原案
認定 ○○議

長○○×××○○○○○○○

認 　 定
第 ４ 号

平成27年度三芳町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
定について

原案
認定 ○○議

長○○×××○○○○○○○

認 　 定
第 ５ 号

平成27年度三芳町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

原案
認定 ○○議

長○○×××○○○○○○○

認 　 定
第 ６ 号 平成27年度三芳町水道事業会計決算認定について 原案

認定 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

議 　 案
第４２号

平成27年度三芳町水道事業会計未処分利益剰余金の処分に
ついて

原案
可決 ○○議

長○○○○○○○○○○○○

要 　 望
第 ３ 号 核も戦争もない平和な二十一世紀を求める要望書 配付のみ

意 見 書
第１１号 チ－ム学校推進法の早期制定を求める意見書について 原案

可決 ○○議
長○○×××○○○○○○○

意 見 書
第１２号 無年金者対策の推進を求める意見書について 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

意 見 書
第１３号

返済不要の「給付型奨学金」の創設及び無利子奨学金の拡充
を求める意見書について

原案
可決 ○○議

長○○○○○○○○○○○○

意 見 書
第１４号

障害児者の生きる基盤となる「暮らしの場」の早急な整備を
求める意見書について 否決 ××議

長××○○○×××××××

意 見 書
第１５号 核兵器全面禁止に向けた取り組みを求める意見書について 否決 ××議

長×○○○○×××××××

○賛成　×反対




